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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 33,554 35,706 68,295

経常利益 (百万円) 1,179 885 1,080

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益

(百万円) 926 793 872

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,594 1,380 1,321

純資産額 (百万円) 23,599 25,746 24,677

総資産額 (百万円) 40,123 40,704 37,784

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 37.49 27.99 34.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 58.8 63.3 65.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △37 △1,059 3,858

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △74 314 43

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 575 92 △1,970

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,672 4,732 4,840
 

 

回次
第69期

第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 20.64 7.68
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

　　　　 りません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 
(1) 財政状態の状況　

 資産、負債及び純資産の状況

 （資産）

資産は、前連結会計年度末に比べて2,919百万円増加し40,704百万円となりました。

 これは、主として現金及び預金が108百万円減少したものの、商品及び製品が1,629百万円増加し、売掛金が1,470

百万円増加したこと等によります。

 
 （負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて1,850百万円増加し14,957百万円となりました。

 これは、主として未払消費税等（その他流動負債）が266百万円減少したものの、買掛金が1,361百万円増加し、

短期借入金が843百万円増加したこと等によります。

 
 （純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,068百万円増加し25,746百万円となりました。

　これは、主として為替換算調整勘定が488百万円増加し、利益剰余金が439百万円増加したこと等によります。

 これにより自己資本比率は63.3%となり、時価ベースの自己資本比率は32.4%となりました。

 

(2) 経営成績の状況

当第２四半期の国内経済環境は、個人消費やインバウンド需要等により好転しつつあるものの、円安による物価

高、世界経済環境は、ロシアのウクライナ侵攻の長期化、イスラエル・ハマスの衝突等による物価高、アメリカに

よる先端半導体の対中輸出規制による減産等、世界経済の先行きは不透明な状況が続いております。

半導体市場におきましては、新型コロナウイルス禍で発生した特需の反動でパソコンやスマートフォンなどの需

要の落ち込みが継続しているものの、自動車の生産が回復基調になった結果、2023年８月の世界半導体売上高は、

2023年７月から1.9%増加しましたが、前年同月比6.8%減少となりました。

当社主要販売先である自動車分野、産業分野におきましては、自動車分野は部品不足の緩和などの影響により、

2023年１-９月期の国内新車販売台数は前年同期比15.6%増、また米国新車販売台数も前年同期比13.7%増となりまし

た。産業分野の2023年８月のインバータ・サーボモータ等の国内産業用汎用電気機器の出荷金額は、部品調達難の

影響は継続しており、前年同月比4.9%減となり、２ヶ月連続のマイナスとなっております。

このような環境の下、当第２四半期連結累計期間におきましては、集積回路は産業分野が低迷したものの、自動

車分野は堅調に推移し、前年同期比2,863百万円増（14.4%増）の22,769百万円、半導体素子は自動車分野を中心に

堅調に推移し、同1,321百万円増（29.4%増）の5,809百万円、表示デバイスはOA分野を中心に堅調に推移し、同38百

万円増（3.6%増）の1,106百万円、その他は産業分野の需要減の影響により、同2,072百万円減（25.6%減）の6,019

百万円となりました。その結果、売上高は同2,151百万円増（6.4%増）の35,706百万円となりました。

売上原価は前年同期比2,409百万円増（8.1%増）の32,116百万円。売上高に対する売上原価の比率は、販売製品構

成の変化により、前年同期に比べ1.4ポイント増加し89.9%となり、売上総利益は売上原価の増加により同258百万円

減（6.7%減）の3,589百万円となり、売上高に対する売上総利益の比率は前年同期に比べ1.4ポイント減少し10.1%と

なっております。

販売費及び一般管理費は、総人件費の増加等により前年同期比134百万円増（4.8%増）の2,963百万円となりまし

た。売上総利益の減少と販売費及び一般管理費の増加の結果、営業利益は前年同期比392百万円減（38.5%減）の626

百万円、経常利益は営業利益の減少で、同294百万円減（25.0%減）の885百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比133百万円減（14.4%減）の793百万円となりました。
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(注) 当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。

 

連結業績の推移    （単位：百万円)
 

 2023年３月期 2024年３月期

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

売上高 16,141 17,413 17,375 17,365 16,555 19,150

営業利益 427 591 180 60 363 263

経常利益又は経常
損失（△）

561 618 △172 73 622 262
 

 

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

108百万円減少し、4,732百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、1,059百万円（前年同期37百万円の減少）とな

りました。支出の主な内訳は、棚卸資産の増加1,322百万円、売上債権の増加1,040百万円であり、収入の主な内訳

は仕入債務の増加1,218百万円であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は、314百万円（前年同期74百万円の減少）となり

ました。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入361百万円であり、支出の主な内訳は、無形固定資産の

取得による支出24百万円、有形固定資産の取得による支出20百万円であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、92百万円（前年同期575百万円の増加）となり

ました。収入の主な内訳は、短期借入金の増加603百万円であり、支出の主な内訳は、配当金の支払額353百万円、

長期借入金の返済153百万円であります。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に前事業年度の有価証

券報告書に記載した「対処すべき課題」についての重要な変更及び新たに生じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

① 研究開発活動の金額

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、169百万円であります。

② 研究開発活動の状況

　当社グループは、高感度な半導体ひずみセンサを搭載したセンサモジュールの設計・開発、製造などの事業を

2018年４月から開始し、センサモジュールのブランド名を「STREAL」(ストリアル)と命名し商標登録が完了してお

ります。加えて産業ロボット向けトルクセンサの試作及び現行半導体の10倍感度の新STREAL「次世代半導体ひずみ

センサ」を開発し性能評価を進めております。また、2020年３月には2019年度日本機械学会賞(技術)を受賞いたし

ました。

　第２四半期連結会計期間では、東京ビッグサイトで開催されたセンサエキスポジャパン2023のマクセル株式会社

様ブースにて、STREALを活用したインフラモニタリングデモ機が展示されました。

また、2023年度精密工学会秋季大会学術講演会で、静岡大学様、エヌティーツール様、グローセルによる回転工具

の切削力や摩耗状態検出に関する研究が報告されました。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、以下の契約を締結いたしました。

締結先（仕入先） 契約年月日 主要取扱商品 契約内容

Innoscience (Zhuhai) Technology Co., Ltd. 2023年８月１日 GaNデバイス、GaNウェハー 代理店契約
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,526,800 29,526,800
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株であります。

計 29,526,800 29,526,800 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年９月30日 ― 29,526,800 ― 5,604 ― 4,214
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(5) 【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２－１１－３ 2,166 7.34

双葉電子工業株式会社 千葉県茂原市大芝６２９ 954 3.23

有限会社エターナル 神奈川県川崎市宮前区鷺沼１－１６－８ 952 3.22

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託
口・76353口)

東京都港区浜松町２－１１－３ 818 2.77

新電元工業株式会社 東京都千代田区大手町２－２－１ 748 2.53

サクサ株式会社 東京都港区白金１－１７－３ 748 2.53

ニチコン株式会社
京都府京都市中京区烏丸通御池上る二条殿町
５５１

727 2.46

横 山 淳 子 神奈川県横浜市港北区 724 2.45

豊 福 秀 枝 神奈川県川崎市宮前区 674 2.28

株式会社日本カストディ銀行
(信託口)

東京都中央区晴海１－８－１２ 547 1.85

計 － 9,061 30.71
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 ― ―
23,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

294,776 ―
29,477,600

単元未満株式
普通株式

― ―
25,800

発行済株式総数 29,526,800 ― ―

総株主の議決権 ― 294,776 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が10,000株含ま

れております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数100個が

含まれております。

２ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産として日本マスター

トラスト信託銀行株式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託口・76353口)が所有する当社株式818,100株(議決権の

数8,181個)及び株式給付信託(従業員持株会処分型)の信託財産として株式会社日本カストディ銀行(信託

Ｅ口)が所有する当社株式287,600株(議決権の数2,876個)が含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が55株及び株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産

　　として日本マスタートラスト信託銀行株式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託口・76353口)が所有する当社株式

　　90株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社グローセル

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

23,400 ― 23,400 0.08

計 ― 23,400 ― 23,400 0.08
 

(注) 株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託口・

76353口)が所有する当社株式818,100株(議決権の数8,181個)及び株式給付信託(従業員持株会処分型)の信託財

産として株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式287,600株(議決権の数2,876個)は、上記

自己株式等の数に含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

　　 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,840 4,732

  売掛金 12,876 14,347

  電子記録債権 1,315 1,396

  商品及び製品 14,217 15,847

  原材料 45 72

  仕掛品 42 14

  その他 464 374

  流動資産合計 33,803 36,785

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 598 603

    減価償却累計額 △492 △492

    建物及び構築物（純額） 105 110

   工具、器具及び備品 230 235

    減価償却累計額 △197 △207

    工具、器具及び備品（純額） 32 27

   土地 715 715

   リース資産 168 269

    減価償却累計額 △133 △169

    リース資産（純額） 34 99

   その他 0 -

   有形固定資産合計 888 952

  無形固定資産   

   ソフトウエア 155 185

   その他 30 24

   無形固定資産合計 185 209

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,178 2,077

   繰延税金資産 47 50

   その他 701 649

   貸倒引当金 △21 △21

   投資その他の資産合計 2,907 2,756

  固定資産合計 3,981 3,918

 資産合計 37,784 40,704
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,827 7,189

  短期借入金 4,414 5,258

  １年内返済予定の長期借入金 233 356

  未払法人税等 192 253

  その他 1,376 926

  流動負債合計 12,043 13,984

 固定負債   

  長期借入金 335 58

  退職給付に係る負債 294 302

  株式給付引当金 194 214

  繰延税金負債 175 255

  その他 62 142

  固定負債合計 1,063 973

 負債合計 13,107 14,957

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,604 5,604

  資本剰余金 5,282 5,282

  利益剰余金 13,066 13,505

  自己株式 △517 △475

  株主資本合計 23,435 23,916

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 160 243

  為替換算調整勘定 1,114 1,602

  退職給付に係る調整累計額 △32 △16

  その他の包括利益累計額合計 1,242 1,829

 純資産合計 24,677 25,746

負債純資産合計 37,784 40,704
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 33,554 35,706

売上原価 29,707 32,116

売上総利益 3,847 3,589

販売費及び一般管理費 ※  2,828 ※  2,963

営業利益 1,018 626

営業外収益   

 受取利息 0 5

 受取配当金 36 28

 販売手数料 2 -

 受取派遣料 27 20

 為替差益 147 308

 その他 32 27

 営業外収益合計 246 390

営業外費用   

 支払利息 53 91

 支払補償費 22 -

 債権売却損 7 12

 シンジケートローン手数料 0 21

 その他 1 6

 営業外費用合計 86 131

経常利益 1,179 885

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 137

 特別利益合計 - 137

特別損失   

 固定資産除却損 1 0

 会員権売却損 0 -

 特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 1,178 1,022

法人税、住民税及び事業税 216 198

法人税等調整額 35 30

法人税等合計 251 228

四半期純利益 926 793

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 926 793

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5 82

 為替換算調整勘定 671 488

 退職給付に係る調整額 △8 16

 その他の包括利益合計 667 587

四半期包括利益 1,594 1,380

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,594 1,380
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,178 1,022

 減価償却費 64 70

 有形固定資産除却損 1 0

 無形固定資産除却損 0 0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5 31

 株式給付引当金の増減額（△は減少） 22 20

 受取利息及び受取配当金 △36 △34

 支払利息 53 91

 売上債権の増減額（△は増加） 1,399 △1,040

 棚卸資産の増減額（△は増加） △418 △1,322

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △143 96

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,433 1,218

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △91 △493

 その他 △520 △520

 小計 70 △861

 利息及び配当金の受取額 36 34

 利息の支払額 △53 △91

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △91 △140

 営業活動によるキャッシュ・フロー △37 △1,059

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の売却による収入 - 361

 有形固定資産の取得による支出 △43 △20

 無形固定資産の取得による支出 △36 △24

 投資有価証券の取得による支出 △4 △3

 会員権の売却による収入 6 -

 その他 2 2

 投資活動によるキャッシュ・フロー △74 314

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,026 603

 長期借入金の返済による支出 △149 △153

 リース債務の返済による支出 △21 △20

 自己株式の売却による収入 34 37

 配当金の支払額 △312 △353

 その他 △0 △22

 財務活動によるキャッシュ・フロー 575 92

現金及び現金同等物に係る換算差額 583 543

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,047 △108

現金及び現金同等物の期首残高 2,625 4,840

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,672 ※  4,732
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【注記事項】

(追加情報)

　 (従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)　

 当社は、従業員の帰属意識と経営参画意識の醸成による長期的な業績向上や株価上昇に対する意欲や士気の高揚

を目的に「株式付与ＥＳＯＰ信託」（以下「付与型ＥＳＯＰ」という。）及び「株式給付信託（従業員持株会処分

型）」（以下「持株会型ＥＳＯＰ」という。）を導入しております。
 

 （1）付与型ＥＳＯＰ

 ① 取引の概要

・信託の種類 特定単独運用の金銭信託以外の金銭の信託（他益信託）

・信託の目的 従業員に対するインセンティブの付与

・委託者 当社

・受託者 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
（共同受託者　日本マスタートラスト信託銀行株式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託
口・76353口)）

・受益者 従業員のうち、受益者要件を充足する者

・信託管理人 当社と利害関係のない第三者

・信託契約日 2019年３月４日

・信託の期間 2019年３月４日～2024年６月30日（予定）

・制度開始日 2019年４月１日

・議決権行使 受託者は、受益者候補の議決権行使状況を反映した信託管理人の指図に従い、
当社株式の議決権を行使します。

・取得株式の種類 当社普通株式

・取得株式の総額 418百万円

・株式の取得方法 当社自己株式の第三者割当により取得
 

 
 ② 信託に残存する自社の株式

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度346百万円、828,710株、当

第２四半期連結会計期間342百万円、818,190株であります。

 
 （2）持株会型ＥＳＯＰ

 ① 取引の概要

・信託の種類 指定金銭信託（他益信託）

・信託の目的 持株会に対する当社株式の安定的な供給および信託財産の管理・処分により得
た収益の受益者への給付

・委託者 当社

・受託者 みずほ信託銀行株式会社
（再信託受託者　株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)）

・受益者 受益者適格要件を充足する持株会会員

・信託管理人 当社の従業員から選定

・信託契約日 2019年３月６日

・信託の期間 2019年３月６日～2024年４月10日（予定）

・議決権行使 受託者は、持株会の議決権行使状況を反映した信託管理人の指図に従い、当社
株式の議決権を行使します。

・取得株式の種類 当社普通株式

・取得株式の総額 476百万円

・株式の取得方法 当社自己株式の第三者割当により取得
 

 
 ② 信託に残存する自社の株式

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度158百万円、378,300株、当

第２四半期連結会計期間120百万円、287,600株であります。
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 ③ 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

   前連結会計年度末160百万円、当第２四半期連結会計期間123百万円

 
 (四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

役員報酬 133百万円 113百万円

給与及び賞与 1,179百万円 1,187百万円

退職給付費用 68百万円 106百万円

賃借料 230百万円 241百万円

減価償却費 54百万円 61百万円
 

 

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 3,672百万円 4,732百万円

現金及び現金同等物 3,672百万円 4,732百万円
 

 

 (株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月16日
取締役会

普通株式 312 12 2022年３月31日 2022年６月８日 利益剰余金
 

(注)　2022年５月16日開催の取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金

　　　16百万円が含まれております。

 
２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月15日
取締役会

普通株式 354 12 2023年３月31日 2023年６月８日 利益剰余金
 

(注)　2023年５月15日開催の取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金

　　　14百万円が含まれております。

 
２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 (セグメント情報等)

 【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグ
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メント情報の記載を省略しております。

 

 (収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年９月30日）

(単位：百万円)

 集積回路 半導体素子 表示デバイス その他 合計

顧客との契約から生じる収益 19,906 4,488 1,068 8,092 33,554

外部顧客への売上高 19,906 4,488 1,068 8,092 33,554
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年９月30日）

(単位：百万円)

 集積回路 半導体素子 表示デバイス その他 合計

顧客との契約から生じる収益 22,769 5,809 1,106 6,019 35,706

外部顧客への売上高 22,769 5,809 1,106 6,019 35,706
 

 
 (１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益 37円49銭 27円99銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 926 793

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益(百万
円)

926 793

普通株式の期中平均株式数(株) 24,711,524 28,338,764
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２ 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の
算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期間
1,341,911株、当第２四半期連結累計期間1,164,581株であります。

 

 
 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２３年１１月１４日

株式会社グローセル

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加藤　秀満  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 葛西　信彦  

 

 

 
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グ

ローセルの２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２３年

７月１日から２０２３年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２３年４月１日から２０２３年９月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グローセル及び連結子会社の２０２３年９月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

　

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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